
１．指定管理者名

２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

15

仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：
11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8
～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6
～3点、それ以下：2～0点

仕様書以上　14点

【老人福祉センター】
①教室について、参加人数と実施回数について、昨年度と比べて減少している教室
が散見される。
②事業として始めた教室を参加者、講師の状況を見ながらクラブへ移行させてい
る。
③多世代交流事業のうちふれあいセンター姫祭りは、実施時期が多治見こどもフェ
スタと開催時期が被ったため、利用者が減じた。次年度は開催日を要検討。
④北丘集会所で行われていた移動老人センターをサロン化して地域住民スタッフに
受け継ぐことができた。
【児童センター】
社協指定管理施設５館合同による「わんさか祭り」を新規企画し、多くの子ども達な
どが楽しめ、児童館を知ってもらうことのできる催しとなった。

15

内容・事業数等が期待以上：15～12点、
内容・事業数等が例年通り：11～9点、内
容・事業数等が例年よりやや劣る：8～7
点、内容・事業数等が例年より劣る：6～3
点、内容・事業数等が例年よりかなり劣る
2～0点

期待以上　13点

【老人福祉センター】
①己書教室は、自由な発想に基づく型にはまらない内容が人気の講座である。
②あたまの体操教室（いきがいづくり）を統合したことにより利用できなくなったかた
の希望を取り入れた「プリプリくらぶ」の企画も引き続き人気の講座となった。
③国京サロンで行っていた移動老人センターについては、地域住民にノウハウを移
行させることで自立して事業を運営できるようになった。
【児童センター】
複合館のメリットを生かし、多世代交流となるレクリエーションなどを実施。

①部屋使用　　　　　（R7）　　0人÷（R3～R6平均）　　 0人 ＝   0.00%
②児童センター　  　（R7）　5,904人   ÷（R3～R6平均）　6,213人＝95.02％
③老人センター　　　（R7）　6,275人　÷（R3～R6平均）  6,410人＝97.8％
④その他使用　　　　（R7）　3,727人　÷（R3～R6平均）　3,584人=103.9％
　 全体             　　　（R7 ） 15,906人 ÷（R3～R6平均）　16,212人=98.1％

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内）(15点)

【南姫老人センター】
「事業評価表」別紙のとおり。　14.0点

【南姫児童センター】
「事業評価表」別紙のとおり。　13.2点

14点

(3)自主事業の企画・運営・実施(15点)

【南姫老人センター】
「事業評価表」別紙のとおり。　13.0点

【南姫児童センター】
「事業評価表」別紙のとおり。　12.8点

13点

平均値比(●●％)=利用率(●●％)÷上記(１)、(2)又は(3)
目標値比(●●％)=利用率(●●％)÷目標値

②利用人数

10

目標値比(注)　105％以上：5点、105％未
満～95％：4点、95％未満～85％：3点、
85％未満：2～0点

上記得点の2倍とする。

平均値比とは、当該評価対象年度の利用人数を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用人数の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用人数の平均値(例：4年目の場合は、1
～3年目の平均利用人数)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると判断される
場合　他の類似施設における利用人数実績に所要の調整をして算出した値
目標値比とは、指定管理者が指定管理全期間分を指定管理者候補団体選定及び評価委員会に諮
り、決定した値を実績値で割って求めた率をいう。 105％未満～95％

4点

【施設管理など】
利用者は年齢層に限らず固定的なメンバーが主であり、そのメンバーは一年毎に
歳を重ねていくため、高年齢者にとっては要支援・要介護認定を要する身体になり、
児童にとっては中学への進級を迎え、施設利用から離れていく。新規で加わるメン
バー数よりも定着したメンバーが離れてしまう数の方が若干多いので、微減して
いってしまう。
ふれあいセンター姫の周辺では新しい団地が建設される予定もないため、利用人
数の微減傾向は今後も続くと予想。
【老人センター】
徒歩での参加者がほとんどを占める。市営住宅から徒歩で来館するかたもあるが、
高齢化が進み、微減傾向が続くだろう。
【児童センター】
ふれあいセンター姫の児童館は、月曜日も開園しているため、月曜日に限っては他
の園が休日になっていることの影響から移動してくる親子もある。
社協指定管理施設５館合同による「わんさか祭り」を新規企画し、多くの子ども達な
どが楽しめ、児童館を知ってもらうことのできる催しとなった。

8点

実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入) 得点

0
運営・利用状況
（40点）

(1)利用状況(10点)

①施設の利用率(利用時
間/日数×営業時間) -

目標値比(注)　105％以上：5点、105％未
満～95％：4点、95％未満～85％：3点、
85％未満：2～0点

平均値比とは、当該評価対象年度の利用率を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用率の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用率の平均値(例：4年目の場合は、1～3
年目の平均利用率)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると判断される
場合　他の類似施設における利用率実績に所要の調整をして算出した値

目標値比とは、指定管理者が指定管理全期間分を指定管理者候補団体選定及び評価委員会に諮
り、決定した値を実績値で割って求めた率をいう。

令和8年度（7年度実績）　総合評価書　　＜施設名　　ふれあいセンター姫　　　　　　　　　　　　＞

①ふれあいセンターの事業の実施に関する業務
②ふれあいセンターの使用許可業務
③ふれあいセンターの維持管理に関する業務
④管理運営業務
⑤目的外使用許可にかかる事務
⑥その他ふれあいセンターの管理運営に必要な業務

４．採点表

評価項目 細目

社会福祉法人　多治見市社会福祉協議会

令和　３年　４月　１日　～　令和　８年　３月　３１日



適正(普通)　2点
　適正に実施されている。
　緑地帯が比較的多い施設であるが、除草・剪定に努められている。

適正(普通)　2点 　適正に実施されている。

適正(普通)　2点 　適正に実施されている。

適正(普通)　2点

　建設から29年が経過しており、施設全体が老朽化している。空調設備の交換等必
要な大規模修繕を全市的な計画で進めているところ。給排水設備や電気設備の老
朽化も顕在化。対症療法的な対応から抜本的な工事を令和８、9年度に行う予定と
なっている。
　こうした状況においても施設として最大限の対応を行っていると認められる。

適正(普通)　2点 　適正に実施されている。

適正(普通)　2点 　適正に実施されている。

適正(普通)　2点 　適正に実施されている。

適正(普通)　2点 　適正に管理されている。

適正(普通)　2点 　適正に管理されている。

適正(普通)　2点 　個人情報の保管庫には施錠できることを確認。鍵の保管も適正。

0
事故等への対応は減点対象とする（事故
なし及び事故等の対応に不備なし：0点、
事故等対応に不備あり：△1点）

事故なし・対応に
不備なし　0点

誤って落下させたもので、このような事故は防ぐのも難しい。また落下させた距離も
数十ｃｍという高さで、打ちどころが悪かったよう。親は病院に連れていき、骨折と判
明した。骨折は完治し、その後、この児童はふれあいセンター姫に以前と変わらず
利用している。適切に対応した。

3 5

当該年度の収入÷支出が、105％以上：5
点、105％未満～100％：4点、100％未
満：3点
※指定管理者の収支報告書書等から、
適切に管理されていることを確認する

100％未満　3点

ふれあいセンター姫のような複合施設は、社会福祉協議会が指定管理となるケー
スが多いが、担当する職員の経験年数により、収支に大きく差が出る。一つの施設
のみで評価しにくい箇所である。前年比では人件費が約34％増、租税公課支出も
増加しているなど、人件費に相当する部分の影響が大きい。事業費に関しては賃借
料が約20％増加している以外は昨年並みである。

10 期待以上：10～8点、適正（普通）：7～5
点、不備あり：4～1点

期待以上　9点

【老人福祉センター】
教室、サークル参加者全員を対象としたアンケートを継続的に実施。利用者のニー
ズを把握し、次回の教室等への企画の参考にしている。

【児童センター】
自主事業の内容等に、ニーズを反映し事業実施している。

5
期待以上：5点、適正（普通）：4点、不備
あり：3～1点
※苦情なしは5点とする

期待以上　5点 　苦情は無かった。なお、苦情があった場合の対応についての体制は整っている。

15

提案、姿勢、その他の成果ポイント（ア
ピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9
点、普通未満～物足りない：8～0点

期待以上　14点

【施設管理】
　来館者に対する壁面案内表示はあるものの、視認しにくかったため、玄関入口か
ら２階に至る階段のところまでに適宜、事業所ごとの色分けのステッカーを床に貼
り、動線をわかりやすくするなど利便性向上に努めている。
【老人センター】
①姫地域では、太平、滝呂とは異なり、体操教室よりいきがいづくり教室での利用
が多い。施設としては、健康づくりのためにも体操教室の利用増に注力しており、開
催方法の検討を行っている。
②人気のリズムで体操は、午前中で２つの教室を開催しているが、高齢者の中でも
若めで動きが機敏なチームとどちらかと言えば高齢の方、最初から椅子に座って参
加する方を集めたチームに分けている。
③利用回数が伸び悩んだ血圧計について、場所を見直すことで今後は利用者増が
見込まれる。
④国京サロンは独立したサロンとして、北小木地区は引き続き移動老人教室を継
続しており、地域住民と連携している。昨年度顕在化した北小木地区で見られた高
齢による参加者減少に関しては、引き続き効果的な開催方法を模索している。
【児童センター】
保護者のニーズに合わせて乳幼児クラブの開催曜日を変更するなど、利用しやす
い行事開催方法を工夫し、参加者の増加につなげた。

【全般】
・駐車場の白線と車いすマークがかすれて見辛くなっていたため、引き直して利用者に分かりやすくし
た。
・同一施設内にある4センターと協力して施設管理や事業を実施したとともに、利用者やその家族、友
人等に何らかの問題があることを把握した際にはそれぞれに情報共有・連携して必要な支援につな
げるよう複合施設の利点を活かせるよう努めた。
・住民の連携がとても良い地域（小・中学校が1校ずつの区である）で、区の行事に参加し事業のPRを
した。センターの行事に区の協力が得られ連携を図ることができている。
・他世代間・地域交流事業として、ふれ姫まつりをイベント・飲食も取り入れて開催した。時間は昼食を
取り終了と短縮ではあったが地域住民の多くの参加で好評であった。
【老人センター】
・引きこもりにならないように、まずはふれあいセンター姫に来所してもらうよう声掛けをするとともに、
関心がある教室をチャレンジでやるように工夫した。
・移動老人では、過疎化の進む北小木・大藪合同サロンに出向き、季節に合った工作を取り入れフレ
イル予防に繋げた。
【児童センター】
･1区1校区であるため、区との連携を綿密に取りながら行事に参加し、児童センター事業のPRをして
いる。地域の施設として児童センターが認識されており、協力体制を継続していくよう努めている。
・保護者のニーズに合わせて乳幼児クラブの開催曜日を変更するなど、利用しやすい行事開催方法
を工夫した。

14点

4
より良い施設運
営のための取組
(30点)

(1)市民・利用者の声
の反映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

【全般】
一時的に車椅子が必要な方に無料で車椅子貸し出しをしている。
【老人センター】
人数の少ない教室を中心にアンケートを実施した。意見をもとに、ニーズに答えられるよう講師と連携
を取り内容改善をした。具体的には、耳が遠くなり聞き取りにくいことに対し、大きな声で話すとともに、
白板を利用して、目でも理解してもらった。
【児童センター】
常時アンケートボックスを受付に設置している。また、クラブや行事でアンケートを実施し利用者の
ニーズ把握を行った。利用者との日常会話からも意見、要望を聞き取り自主事業の内容等に反映さ
せている。

9点

②苦情対応 苦情なし 5点

(2)より良い施設運営・事業実施のための提
案・姿勢、上記１～３の評価に反映されないそ
の他の成果ポイント（15点）

⑥事故等への対応
【南姫児童センター】
卓球の準備を職員が行っている際、対象児童が持っていた器具を誤って自身の左足の上に落とした
ため、すぐにシップで冷やした。後日、左足小指骨折と報告を受け、加入している保険を適用した。

0点

当該施設の経営状況
(5点)

①事業収支

①施設管理　　 21,876,304÷22,441,407＝97.4％→97％
②児童センター　10,180,250÷10,254,188＝99.2％→99％
③老人センター　6,363,100÷8,057,537＝78.9％→79％
　　　全体　　　　38,419,654÷40,753,132＝94.2％→94％

3点

市の文書管理方法（ファイリング）を参考に管理

10点

②環境への配慮

・メール活用による紙使用削減　　　・資源ごみリサイクル実施
・施設で取り組む節電
　＊施設目標管理に光熱水費削減を掲げ実施（デマンド表示による使用量比較）、全部屋に適正温度
を表示
・クールビズ実施掲示と実行　　　　　・使用済み封筒連絡用等に再利用
・個人情報を守りながら裏紙再利用
　＊これらの取り組みと朝礼等での周知により、職員の意識を向上

③バリアフリー

・施設はバリアフリー化されている。
・車椅子利用者、視覚の不自由な方の支障にならないように物品配置を徹底した。
・軽量コンパクトな車椅子から自走式、介助式など様々な種類がありニーズに応じた車椅子の貸し出
しを実施した。

④備品管理
備品台帳にて適切に管理
・耐用年数の過ぎているものをチェックし、修繕・買換え・廃棄処分等適切に対応

⑤個人情報保護 社会福祉協議会として「個人情報保護管理規程」を作成、適正管理

適正に実施されている

10点

②保守・点検 適正に実施されている

③保安・警備 夜間セキュリティー管理（毎日業者委託し実施）、警備・電気保安業務（目視、施錠等毎日実施）

④小規模修繕

施設全般：駐車場ライン引き工事、1階男子便所便座取替、1階厨房横手洗場排水管取替２箇所、１
階多目的トイレ呼出スピーカー部品交換、屋上消火用補給水槽内ボールタップ取替、１階階段下奥給
湯管漏水修繕、消防用ポンプ電気設備内部品交換
＊上記については仕様書の定めにより、指定管理者の負担で修繕を行った。
＊不具合を発見後、速やかに対応した。

⑤危険箇所の把握（施設の瑕疵） 建物・遊具安全チェック（R7.6.25、R.12.16、R8.3.10）実施、目視は毎日実施、異常なし

2 施設管理状況
(25点）

(1)施設管理業務の
実施状況（10点）

①清掃

10

①チェック細目の丸数字の各項目を３段
階評価する
　　（適正（普通）：2点、一部不備あり：1
点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8点、適正（普
通）：6点、一部不備あり：4点、不備あり2
点

(2)その他管理業務
の実施状況（15点）

①文書管理

15

①チェック細目の丸数字の各項目を４段
階評価する
（期待以上：3点、適正（普通）：2点、一部
不備あり：1点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。



0

提出書類の遅れ・不備に応じて減点対象
とする（遅れ・不備内容の程度により△1
～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、一部遅
れ・不備あり(中程度)：△2、一部遅れ・不
備あり(それ以下)：△3

遅れ・不備なし　減
点なし

提出書類の遅れや不備は見受けられない。

0

指示への対応等に応じて減点対象とする
（対応等の内容により△1～△3点）
指示等なし・対応等が期待どおり：減点な
し、対応等が期待以下(軽微)：△1、対応
等が期待以下(中程度)：△2、対応等が期
待以下(それ以下)：△3

指示等なし・対応
等が期待どおり

減点なし
　指示等は無かった。

全体的な評価
・老人福祉センターが設置された当時と比べ、75歳くらいまでは就労されるかたが
多い等、高齢者の生活スタイルが大きく変化している。また、猛暑や厳冬などの気
候条件もあり思うように事業展開できない面があるなか、試行錯誤をしつつ利用者
確保に努めている。
・常に整理整頓に努めることで施設の古さを感じさせない工夫をしている。
・包括支援センターやデイサービス、児童センターを併設する複合施設の強みを活
かした事業展開を行っている。

５．来年度の管理運営（事業執行）に対する指示事項等、評価委員会において出された意見

合計 100

【４段階評価】
極めて良好　　　　100～85点
良好　　　　　　　　　84～65点
努力が必要　　　　 64～45点
取消し等を検討　　44点以下

合計86点

極めて良好

5
その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

提出書類遅れなし

0点

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出
以外）等

0点


